
2014 年日露武道交流年記念

鏡開き式・武道始め
河村建夫大将軍による鏡開き
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２
０
１
４
年
日
露
武
道
交
流
年
記
念
平
成
26
年
鏡
開
き
式
・
武
道
始
め
︵
主
催
＝

日
本
武
道
館
、
後
援
＝
外
務
省
︶
は
１
月
13
日
、
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
。
当

日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
武
道
関
係
者
、
愛
好
家
ら
３
０
０
０
人
が
参
加
し
て
、
武
道

功
労
者
・
優
良
団
体
の
表
彰
式
や
鎧よ
ろ

着い
き

初ぞ

め
式
、
武
道
９
種
目
の
模
範
演
武
、
武
道

初
め
︵
交
流
稽
古
会
︶
が
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

　

ま
た
、
昨
年
４
月
に
行
わ
れ
た
日
露
首
脳
会
談
の
際
に
、
ス
ポ
ー
ツ
分
野
に
お
け

る
日
露
交
流
を
発
展
さ
せ
る
重
要
性
に
つ
い
て
、
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
と
ウ
ラ

ジ
ー
ミ
ル
・
プ
ー
チ
ン
ロ
シ
ア
連
邦
大
統
領
の
間
で
一
致
し
、
本
年
を
﹁
日
露
武
道

交
流
年
﹂
と
す
る
こ
と
で
合
意
。
今
回
の
鏡
開
き
式
・
武
道
始
め
は
記
念
事
業
の
幕

開
け
と
し
て
行
わ
れ
た
。

　

鏡
開
き
式
・
武
道
始
め
に
は
ロ
シ
ア
武
道
代
表
団
が
来
日
し
て
参
加
。
鎧
着
初
め

式
で
は
勇
ま
し
い
鎧
武
者
姿
を
披
露
し
た
。

新
し
い
年
の
幕
開
け
を
豊
寿
ぐ

鏡
開
き
式
・
武
道
始
め

　

定
刻
の
正
午
、
大
太
鼓
の
合
図
で
鏡
開

き
式
・
武
道
始
め
が
開
会
さ
れ
た
。

　

開
会
宣
言
の
後
、
国
歌
斉
唱
に
続
い

て
、
主
催
者
を
代
表
し
て
松
永
光
日
本
武

道
館
会
長
が
挨
拶
に
立
っ
た
。

「
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
新
し
い
年
を
迎
え
て
、
本
年
も
武

道
を
し
っ
か
り
行
う
と
い
う
決
意
を
新
た

に
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
今
年
も
武
道

を
振
興
発
展
さ
せ
て
、
日
本
人
に
と
っ
て

ま
す
ま
す
プ
ラ
ス
に
な
る
よ
う
に
頑
張
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
」

　

次
に
櫻
田
義
孝
文
部
科
学
副
大
臣
が
祝

辞
を
述
べ
た
。

「
武
道
は
そ
の
修
錬
を
通
し
て
、
心
を
磨

き
、
体
を
鍛
え
、
礼
節
を
尊
重
す
る
態
度

を
養
う
な
ど
、
豊
か
な
人
間
形
成
に
寄
与
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す
る
伝
統
文
化
で
あ
り
ま
す
。
文
部
科
学

省
と
し
て
も
、
中
学
校
に
お
い
て
必
修
と

な
っ
た
武
道
を
安
全
か
つ
円
滑
に
実
施
す

る
た
め
、
平
成
26
年
度
予
算
に
お
い
て
も

武
道
の
指
導
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
引
き
続
き
、
皆
様
の
一
層
の
ご

支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
」

　

続
い
て
上
月
豊
久
外
務
省
欧
州
局
長
よ

り
岸
田
文
雄
外
務
大
臣
の
祝
辞
が
述
べ
ら

れ
た
。

「
昨
年
４
月
、
安
倍
総
理
大
臣
は
我
が
国

の
総
理
大
臣
と
し
て
10
年
ぶ
り
に
ロ
シ
ア

を
公
式
訪
問
し
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
と
首

脳
会
談
を
行
っ
て
２
０
１
４
年
を
日
露
武

道
交
流
年
と
す
る
こ
と
で
合
意
い
た
し
ま

し
た
。
今
回
は
国
内
の
武
道
関
係
者
が
一

堂
に
会
す
る
こ
の
鏡
開
き
式
・
武
道
始
め

に
ロ
シ
ア
か
ら
代
表
団
が
参
加
す
る
こ
と

に
な
り
、
こ
れ
を
も
っ
て
今
年
の
日
露
武

道
交
流
年
の
幕
開
け
と
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
本
年
秋
に
は
日
本
武
道
館
に

よ
る
大
規
模
な
代
表
団
を
ロ
シ
ア
に
派
遣

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
決
ま
っ
て
お
り
ま

す
。
日
露
武
道
交
流
年
に
お
け
る
日
本
武

道
館
の
全
面
的
な
協
力
に
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
日
露
武
道
交
流
年
を
契
機

と
し
て
、
日
本
と
ロ
シ
ア
の
人
々
の
相
互

理
解
が
深
ま
り
、
今
後
の
日
露
関
係
の
発

鎧着初めで大将軍を務める河村建夫日本武道館常任理事
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展
の
た
め
の
礎
い
し
ず
えが

ま
す
ま
す
強
固
と
な
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」

　

次
に
グ
リ
ゴ
リ
ー
・
カ
ベ
ル
ス
キ
ー
ロ

シ
ア
連
邦
ス
ポ
ー
ツ
省
夏
季
ス
ポ
ー
ツ
種

目
及
び
２
０
１
８
年
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
準
備
調
整
局
長
が
挨
拶
し
た
。

「
今
年
は
日
露
武
道
交
流
年
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
は
歴
史
的
に
前
例
の
な
い

日
露
ス
ポ
ー
ツ
交
流
に
お
け
る
取
組
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
日
露
武
道
交
流
年
に
お

い
て
、
会
議
、
大
会
、
演
武
会
な
ど
が
様
々

な
種
目
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
そ
の
中
で
我
々
は
各
種
目
の
普
及

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
今
年
11

月
に
モ
ス
ク
ワ
で
行
わ
れ
る
日
本
武
道
代

表
団
演
武
会
を
歓
迎
い
た
し
ま
す
。
こ
れ

ら
の
交
流
の
中
で
日
露
交
流
が
よ
り
密
接

に
盛
ん
に
な
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
」

　

続
い
て
武
道
功
労
章
お
よ
び
武
道
優
良

団
体
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
鎧
着
初
め
に

移
っ
た
。

　

今
年
の
鎧
着
初
め
は
河
村
建
夫
日
本
武

道
館
常
任
理
事
が
大
将
軍
を
務
め
、
副
将

軍
と
し
て
、
中
村
勇
作
全
日
本
空
手
道
連

盟
副
会
長
、
小
菅
一
憲
日
本
甲
冑
武
具
研

究
保
存
会
副
会
長
が
脇
を
固
め
た
。

　

三
献
の
儀
、
神
前
で
の
誓
い
の
言
葉
の

奉
読
の
後
、
大
将
軍
は
掛
け
矢
で
大
鏡
餅

全軍で鬨の声を上げる

副将軍の二人が樽酒を鏡開き 神前での誓いの言葉を大将軍が奉読
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グリゴリー・カベルスキー
ロシア連邦スポーツ省夏季スポーツ種目及び
2018 年 FIFA ワールドカップ準備調整局長 上月豊久外務省欧州局長 櫻田義孝文部科学副大臣 松永光日本武道館会長

【
武
道
功
労
章
受
章
者
一
覧
】

▽
剣　

道
＝
上
野
貞
紀
（
神
奈
川
）

▽
弓　

道
＝
尾
方　

（
熊
本
）

▽
相　

撲
＝
田
中
英
壽
（
東
京
）

▽
空
手
道
＝
木
島
明
彦
（
大
阪
）

▽
合
気
道
＝
嶋
本
勝
行
（
大
阪
）

▽
少
林
寺
拳
法
＝
福
家
祥
弘
（
福
島
）

▽
な
ぎ
な
た
＝
辻
村
光
子
（
東
京
）

▽
銃
剣
道
＝
荒
木
秋
男
（
大
阪
）

▽
日
本
武
道
館
＝
河
村
建
夫
（
東
京
）

【
武
道
優
良
団
体
一
覧
】

▽
柔　

道
＝
東
海
大
学
男
子
柔
道
部

▽
剣　

道
＝
全
日
本
実
業
団
剣
道
連
盟

▽
弓　

道
＝
川
口
市
弓
道
連
盟

▽
相　

撲
＝
日
本
医
科
大
学
相
撲
部

▽
空
手
道
＝
帝
京
大
学
空
手
道
部

▽
合
気
道
＝
三
菱
合
気
道
部

▽
少
林
寺
拳
法
＝
大
阪
府
少
林
寺
拳
法
連
盟

▽
な
ぎ
な
た
＝
東
京
都
な
ぎ
な
た
連
盟

▽
銃
剣
道
＝
尽
誠
学
園
高
等
学
校
銃
剣
道
部

を
、
副
将
軍
は
鏡
樽
を
開
い
た
。
兜
か
ぶ
と

を
着

用
し
た
大
将
軍
が
扇
を
打
ち
振
り
な
が
ら

「
え
い
、
え
い
！
」
と
呼
び
か
け
る
と
、

全
軍
が
「
お
う
！
」
と
応
え
、
鬨と
き

の
声
が

館
内
に
轟
と
ど
ろ

い
た
。

　

前
軍
か
ら
出
立
し
、
中
軍
、
後
軍
が
続

い
て
大
道
場
を
練
り
歩
き
、
鏡
開
き
式
は

幕
を
閉
じ
た
。

　

次
に
各
道
代
表
者
に
よ
る
模
範
演
武
が

弓
道
、
合
気
道
、
銃
剣
道
、
空
手
道
、
な

ぎ
な
た
、
少
林
寺
拳
法
、
柔
道
、
剣
道
、

相
撲
の
順
に
披
露
さ
れ
た
。

　

模
範
演
武
が
終
わ
る
と
、
観
客
席
に
い

た
参
加
者
た
ち
が
続
々
と
大
道
場
に
集
ま

り
、
会
場
を
埋
め
尽
く
し
て
、
弓
道
を
除

く
現
代
武
道
８
道
の
武
道
始
め
が
行
わ
れ

た
。

　

最
後
は
参
加
者
全
員
に
汁
粉
や
鏡
開
き

で
開
い
た
樽
酒
が
振
る
舞
わ
れ
、
大
道
場

は
新
年
を
祝
う
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
。

心技体 人を育てる総合誌
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ロ
シ
ア
武
道
代
表
団
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
開
催

　

鏡
開
き
式
・
武
道
始
め
が
行
わ
れ
た
１

月
13
日
17
時
よ
り
東
京
・
飯
田
橋
の
ホ
テ

ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
に
お
い
て
、
ロ
シ
ア

武
道
代
表
団
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
開
か

れ
、
日
本
武
道
館
の
松
永
光
会
長
、
臼
井

日
出
男
理
事
長
、
上
月
豊
久
外
務
省
欧
州

局
長
を
は
じ
め
、
武
道
各
団
体
の
代
表
者

ら
約
50
名
が
集
ま
っ
て
、
エ
ヴ
ゲ
ー
ニ

ー
・
ア
フ
ァ
ナ
シ
エ
フ
駐
日
ロ
シ
ア
連
邦

特
命
全
権
大
使
と
ロ
シ
ア
武
道
代
表
団
を

歓
迎
し
た
。

　

は
じ
め
に
松
永
光
日
本
武
道
館
会
長
が

歓
迎
の
挨
拶
を
述
べ
、
続
い
て
グ
リ
ゴ
リ

ー
・
カ
ベ
ル
ス
キ
ー
ロ
シ
ア
連
邦
ス
ポ
ー

ツ
省
夏
季
ス
ポ
ー
ツ
種
目
及
び
２
０
１
８

年
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
準
備
調
整

局
長
が
「
日
露
武
道
交
流
年
の
成
果
と
し

て
武
道
そ
の
他
の
ス
ポ
ー
ツ
が
新
し
い
人

気
を
得
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
」
と
挨
拶
を
行
っ
た
。

　

次
に
上
月
豊
久
外
務
省
欧
州
局
長
が
挨

拶
で
、
昨
年
４
月
の
日
露
首
脳
会
談
の
際

に
安
倍
晋
三
首
相
が
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
プ

ー
チ
ン
ロ
シ
ア
連
邦
大
統
領
に
対
し
、
一

昨
年
行
わ
れ
た
イ
ン
ド
共
和
国
派
遣
日
本

武
道
代
表
団
の
写
真
を
披
露
し
、
そ
れ
を

プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
興
味
深
く
見
て
い
た

と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
た
。

　

来
賓
の
エ
ヴ
ゲ
ー
ニ
ー
・
ア
フ
ァ
ナ
シ

エ
フ
駐
日
ロ
シ
ア
連
邦
特
命
全
権
大
使
は

「
武
道
に
よ
る
交
流
は
日
露
関
係
に
お
い

て
非
常
に
大
事
な
意
味
を
持
つ
と
思
い
ま

す
。
本
日
は
ロ
シ
ア
に
と
っ
て
も
大
切
な

一
日
と
な
り
ま
し
た
」
と
挨
拶
。

　

乾
杯
は
臼
井
日
出
男
日
本
武
道
館
理
事

長
の
発
声
で
行
わ
れ
、
歓
談
で
は
ロ
シ
ア

武
道
代
表
団
と
現
代
武
道
の
各
代
表
が
武

道
談
義
に
大
い
に
花
を
咲
か
せ
た
。
話
の

尽
き
ぬ
中
、
会
は
お
開
き
と
な
っ
た
。

◉
河
村
建
夫
日
本
武
道
館
常
任
理
事

「
鎌
倉
時
代
か
ら
の
古
式
床
し
い
日
本

の
伝
統
文
化
を
し
っ
か
り
引
き
継
い

で
、
そ
の
甲
冑
の
中
に
あ
る
古
い
に
し
えの

武
士

の
心
意
気
を
感
じ
ま
し
た
。
重
い
鎧
を

着
て
動
く
と
し
た
ら
、
相
当
の
鍛
錬
が

必
要
で
、
昔
の
武
士
が
鍛
え
て
い
た
こ

と
を
実
感
し
ま
し
た
。
鎧
を
着
て
い
た

ら
腰
や
足
、
首
に
圧
力
が
か
か
り
ま
す

か
ら
、
日
頃
か
ら
武
道
で
鍛
え
て
お
か

な
い
と
も
ち
ま
せ
ん
よ
。

　

今
年
は
日
露
武
道
交
流
年
と
い
う
こ

と
で
、
特
に
プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
柔
道

を
や
っ
て
い
て
、
ロ
シ
ア
で
も
そ
う
い

う
機
運
が
高
ま
り
、
武
道
を
通
じ
た
日

露
友
好
が
高
ま
る
と
い
う
の
は
大
い
に

結
構
な
こ
と
で
す
。
今
年
は
日
露
関
係

は
盛
り
上
が
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
毎
年
書
初
め
を
し
て
い
ま
す

が
、
今
年
は
午
年
だ
か
ら
、
万
の
馬
が

勇
ま
し
く
走
り
抜
け
る
感
じ
の
＂
万ば
ん

馬ば

奔ほ
ん

騰と
う

＂
と
い
う
言
葉
を
選
び
ま
し
た
。

物
事
の
勢
い
の
い
い
さ
ま
を
い
い
ま
す

が
、
今
年
は
そ
う
い
う
年
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
安
倍
政
権
を
支
え
る
立
場

か
ら
も
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
こ
の
ま
ま
う

ま
く
循
環
し
て
、
経
済
の
好
循
環
を
作

る
年
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

臼井日出男理事長による乾杯
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「
鎧
着
初
め
に
つ
い
て
事
前
に
聞
い
て
は

い
ま
し
た
が
、
実
際
に
自
分
が
や
っ
て
み

る
と
や
は
り
全
然
違
っ
て
、
少
し
で
も
昔

の
侍
の
気
分
が
味
わ
え
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
侍
に
つ
い
て
は
戦
い
だ
け
で
は
な
く

て
教
養
を
持
っ
た
人
た
ち
で
、
日
本
の
た

め
に
多
く
の
こ
と
を
し
た
人
々
だ
と
い
う

知
識
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
今
日
で
わ
か

っ
た
こ
と
は
侍
で
い
る
こ
と
は
大
変
な
ん

だ
な
と
（
笑
）」

　

カ
ベ
ル
ス
キ
ー
氏
は
ロ
シ
ア
連
邦
ス
ポ

ー
ツ
省
の
局
長
と
し
て
、
主
に
夏
季
ス
ポ

ー
ツ
に
関
す
る
事
案
の
許
認
可
と
２
０
１

８
年
に
行
わ
れ
る
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
の
準
備
に
携
わ
っ
て
い
る
。

「
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
は
ロ
シ
ア
の
国
家
政

策
で
す
。
ロ
シ
ア
で
あ
る
種
目
が
認
め
ら

れ
る
た
め
に
は
、
連
盟
や
団
体
が
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
地
域
で
発
展
し
て
い
る
こ
と

も
重
要
で
す
。
ロ
シ
ア
で
は
昨
年
11
月
、

サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
で
行
わ
れ
た
コ

ン
バ
ッ
ト
ゲ
ー
ム
ズ
で
競
わ
れ
た
種
目
が

人
気
で
す
ね
」

　

２
０
１
４
年
は
日
露
武
道
交
流
年
と
な

り
、
日
露
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
に
と
っ
て
も

大
切
な
年
と
な
る
。

「
ロ
シ
ア
と
日
本
に
お
い
て
武
道
が
も
っ

と
も
っ
と
発
展
、
普
及
す
る
よ
う
に
、
そ

し
て
二
つ
の
国
が
相
互
理
解
し
、
親
交
が

深
ま
る
年
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
ロ
シ
ア

武
道
代
表
団
と
し
て
今
回
の
訪
日
で
日
本

側
と
様
々
な
折
衝
を
し
て
、
こ
の
日
露
武

道
交
流
年
を
充
実
し
た
も
の
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」

　

カ
ベ
ル
ス
キ
ー
氏
は
親
日
家
で
あ
る
と

い
う
。

「
私
は
日
本
料
理
が
好
き
で
、
お
寿
司
が

食
べ
た
い
で
す
ね
。
今
回
初
め
て
の
訪
日

に
あ
た
っ
て
、
ロ
シ
ア
で
い
ろ
ん
な
こ
と

を
聞
い
て
き
ま
し
た
が
、
聞
く
の
と
見
る

の
は
違
い
ま
す
ね
。
日
本
は
本
当
に
素
晴

ら
し
い
と
思
い
ま
す
」

グリゴリー・カベルスキー
ロシア連邦スポーツ省局長への
インタビュー

鎧着初めに参加したロシア武道代表団の三氏

NHKのインタビューも行われた
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模
範
演
武

空手道

柔道剣道

合気道銃剣道

なぎなた
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【
模
範
演
武
】

▽
弓
道
＝
「
一
つ
的
坐
射
礼
」（
土
佐
正
明

教
士
八
段
、
滝
上
三
郎
教
士
七
段
、
齋
藤

往
子
教
士
七
段
）

▽
合
気
道
＝
「
基
本
技
（
投
げ
技
・
固
め
技
）、

応
用
技
（
短
刀
取
り
）、
自
由
技
」（
植
芝

充
央
合
気
道
本
部
道
場
長
代
行
、
金
澤
威

七
段
、
桂
田
英
路
六
段
、
鈴
木
俊
雄
五
段
、

小
谷
佑
一
五
段
、
内
田
直
人
四
段
、
日
野

皓
正
四
段
、
德
田
雅
也
参
段
）

▽
銃
剣
道
＝
「
銃
剣
道
の
形
、
銃
剣
道
応
用

技
・
試
合
」（
唐
川
敏
博
教
士
八
段
、
園

田
利
夫
錬
士
六
段
、
谷
山
健
夫
錬
士
六

段
、
保
志
智
康
錬
士
六
段
、
栗
原
毅
錬
士

六
段
、
鈴
木
孝
信
錬
士
六
段
、
菅
原
誠
錬

士
六
段
、
栗
原
惇
錬
士
六
段
、
小
林
継
人

五
段
、
山
田
晃
裕
五
段
）

▽
空
手
道
＝
「
吟
詠
『
空
手
道　

観
空
大
』」

（
岡
本
沙
織
三
段
、
在
本
幸
司
三
段
、
名

倉
亮
太
三
段
、
西
原
凌
太
三
段
、
橋
爪
和

規
二
段
、
林
田
至
史
二
段
、
福
田
凌
也
二

段
、
遠
藤
千
夏
二
段
、
磯
村
美
季
二
段
、

古
澤
香
寿
美
二
段
）

▽
な
ぎ
な
た
＝
「
団
体
基
本
八
方
振
り
、
各

部
位
の
打
突
、
全
日
本
な
ぎ
な
た
の
形
」

（
中
村
ゆ
り
子
範
士
、
前
畠
ひ
ろ
み
教
士
、

谷
本
良
子
教
士
、
德
地
昌
代
教
士
、
紫
関

譲
子
錬
士
、
吉
井
和
代
錬
士
、
中
島
由
香

里
五
段
、
照
井
順
子
五
段
、
新
井
伸
枝
四

段
）

▽
少
林
寺
拳
法
＝
「
単
独
演
武
、団
体
演
武
、

組
演
武
、
模
範
演
武
」（
荒
井
章
士
准
範

士
六
段
、
石
井
明
仁
大
拳
士
五
段
、
秋
元

宏
介
中
拳
士
三
段
、
滝
本
詩
歩
中
拳
士
三

段
、
勝
楽
友
子
中
拳
士
三
段
、
前
田
里
海

中
拳
士
三
段
、
三
浦
佳
奈
中
拳
士
三
段
、

岩
井
久
子
准
拳
士
初
段
、
大
浦
薫
准
拳
士

初
段
、
郡
山
し
ず
か
三
級
、
伊
勢
歩
実
中

拳
士
三
段
）

▽
柔
道
＝
「
古
式
の
形
」（
瀧
澤
義
人
七
段
、

小
林
修
六
段
）

▽
剣
道
＝
「
日
本
剣
道
形
」（
梯
正
治
範
士

八
段
、
濱
﨑
滿
範
士
八
段
）

▽
相
撲
＝
「
基
本
動
作
と
技
、
決
ま
り
手
の

説
明
」（
舛
田
守
七
段
、
後
藤
鷹
輔
参
段
、

直
江
優
真
参
段
、
金
子
尚
平
参
段
、
坪
山

晃
大
参
段
、
中
山
将
太
参
段
）

弓道

少林寺拳法

相撲
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武
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始
め

お
し
る
こ
会
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〈広告〉

好
評
発
売
中

四六判・上製・374頁
本体2,400円＋税
四六判・上製・374頁
本体2,400円＋税
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〈広告〉

日本武道館発行の単行本（本をクリックすると、詳細が表示されます）

役に立つ
少年柔道指導法

向井 幹博 著
講道館道場指導部課長

( Ａ５判・並製・DVD 付・414 頁 )

女子柔道の
　　歴史と課題

山口 香 著
筑波大学体育系准教授

（ 四六判・上製・412 頁 ）

マンガ・
　武道のすすめ

田代しんたろう 著
漫画家・別府大学教授

（ B５判・並製・236 頁 ）

今、なぜ武道か
―文化と伝統を問うー

中村 民雄 著
福島大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

嘉納治五郎師範に学ぶ

村田 直樹 著
講道館図書資料部長

（ 四六判・上製・292 頁 ）

大先輩に聞く

田谷 将俊 著
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・376 頁 ）

武道における
　　　身体と心

前林 清和 著
神戸学院大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

柔道は
すばらしい

腹巻 宏一 著
柔道塾紀柔館館長

（ 四六判・上製・310 頁 ）

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット

( B５判・上製・DVD 付・336 頁 )

日本武道館 編

日本の武道

（ B５判・上製・箱入・526 頁 ）

―その歴史と課題
柔道の国際化

村田 直樹著
講道館図書資料部長

（ 四六判・上製・552 頁 ）

子どもの心を育む
武道

菅野　純 著
早稲田大学教授・教育カウンセラー

（ 四六判・上製・410 頁 ）



13 月刊「武道」　2014．2

ニュース

　

講
道
館
鏡
開
き
式
は
１
月
12
日
、
講
道

館
大
道
場
で
約
600
名
の
参
加
者
を
集
め
て

開
か
れ
た
。

　

は
じ
め
に
館
員
を
代
表
し
て
関
根
忍
九

段
が
賀
詞
を
述
べ
た
。

　
「
柔
道
は
単
な
る
ス
ポ
ー
ツ
で
は
な
く
、

人
間
形
成
の
手
段
で
あ
る
と
い
う
柔
道
の

理
念
が
徐
々
に
理
解
さ
れ
、
世
界
各
国
で

広
く
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
は
、
喜
ば

し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
近

年
あ
ま
り
に
も
組
手
争
い
に
と
ら
わ
れ
る

傾
向
は
、
柔
道
本
来
の
姿
が
失
わ
れ
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
国
際
化
に
伴
い
多上村春樹講道館長

少
の
変
化
は
止
む
を
得
な
い
と
し
て
も
、

柔
道
の
歴
史
ま
で
失
わ
れ
る
こ
と
が
あ
っ

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
傾
向
に
歯
止
め

を
か
け
正
し
い
方
向
に
軌
道
修
正
す
る
の

は
日
本
柔
道
界
の
責
務
で
も
あ
り
ま
す
。

新
春
を
期
し
て
改
め
て
講
道
館
本
来
の
正

し
い
柔
道
の
推
進
に
全
力
を
傾
け
る
決
意

を
申
し
上
げ
ま
す
」

　

続
い
て
、
上
村
春
樹
講
道
館
長
が
挨
拶

に
立
っ
た
。

　
「
今
こ
そ
、
嘉
納
治
五
郎
師
範
の
遺
訓
に

立
ち
返
り
、
我
々
は
精
力
善
用
、
自
他
共

栄
を
地
道
に
実
践
し
て
、
そ
し
て
柔
道
の

普
及
振
興
を
図
り
、
後
世
に
正
し
く
柔
道

を
伝
え
て
い
く
責
務
を
果
た
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
」

　

次
に
形
の
演
武
が
行
わ
れ
、
７
つ
の
形

が
披
露
さ
れ
た
。
続
い
て
、
強
化
選
手
が

元
立
ち
と
な
り
、
少
年
部
、
女
子
部
、
青

年
部
の
順
で
乱
取
稽
古
が
行
わ
れ
た
。
そ

の
後
、
少
年
投
の
形
（
手
技
・
腰
技
・
足

技
）
が
披
露
さ
れ
た
。
続
い
て
、
昇
段
者

が
発
表
さ
れ
、
上
村
館
長
か
ら
各
段
位
の

代
表
者
に
証
書
が
授
与
さ
れ
た
。

　

恒
例
の
し
る
こ
会
で
は
、
参
加
者
全
員

で
し
る
こ
を
食
し
、
新
年
を
祝
っ
た
。
最

後
は
、
西
岡
弘
九
段
の
発
声
で
万
歳
三
唱

を
行
い
、
式
は
お
開
き
と
な
っ
た
。

　

講
道
館
鏡
開
き
式

柔
道
関
係
者
600
名
が
新
年
を
祝
う

【
形
演
武
者
】

▽
投
の
形
＝
取
・
大
島
修
次
七
段
、
受
・

鮫
島
康
太
四
段
▽
固
の
形
＝
取
・
下
野

龍
司
五
段
、
受
・
大
舘
斗
志
爾
参
段
▽

極
の
形
＝
取
・
道
場
良
久
七
段
、
受
・

眞
喜
志
慶
治
六
段
▽
柔
の
形
＝
取
・
白

野
恵
女
子
三
段
、
受
・
白
野
光
女
子
三

段
▽
講
道
館
護
身
術
＝
取
・
向
井
幹
博

七
段
、
受
・
鉄
谷
竜
三
六
段
▽
五
の
形

＝
取
・
佐
藤
正
八
段
、
受
・
宗
義
明
八

段
▽
古
式
の
形
＝
取
・
福
島
美
智
男
八

段
、
受
・
榎
義
治
八
段
▽
少
年
投
の
形

＝
取
・
志
村
洪
太
（
講
道
館
少
年
部
）、

受
・
久
保
麗
央
（
講
道
館
少
年
部
）、取
・

徳
田
美
空（
東
村
山
柔
道
ク
ラ
ブ
）、受
・

須
山
健
介
（
東
村
山
柔
道
ク
ラ
ブ
）

少年投の形

しるこ会
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合
気
会
鏡
開
き
式
は
１
月
12
日
、
合
気

道
本
部
道
場
で
約
700
名
の
参
加
者
を
集
め

て
開
か
れ
た
。

　

３
階
に
設
け
ら
れ
た
会
場
で
は
、
座
り

き
れ
な
い
参
加
者
が
立
ち
見
の
列
を
な
し

た
。
午
後
２
時
、
定
刻
ど
お
り
に
式
は
始

ま
り
、
始
め
に
植
芝
守
央
道
主
が
年
初
の

挨
拶
を
述
べ
た
。

　
「
開
祖
の
創
始
さ
れ
た
合
気
道
の
理
念
と

技
法
を
正
し
く
次
世
代
へ
繋つ
な

い
で
い
く
こ

と
が
私
の
責
務
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
皆
様
と
共
に
日
々
の
稽

古
を
大
切
に
し
て
、
し
っ
か
り
と
歩
ん
で植芝守央道主

い
く
こ
と
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
」

　

次
に
合
気
会
役
員
を
代
表
し
て
古
藤
昇

司
常
務
理
事
が
挨
拶
に
立
っ
た
。

　

続
い
て
植
芝
道
主
の
奉
納
演
武
が
披
露

さ
れ
た
。
そ
の
後
、
推
薦
昇
段
者
発
表
並

び
に
證
書
授
与
を
行
っ
た
。

　

昇
段
者
の
発
表
は
、
宮
本
鶴
蔵
本
部
道

場
指
導
部
師
範
、
證
書
立
会
人
は
、
多
田

宏
本
部
師
範
が
行
っ
た
。
二
段
か
ら
八
段

位
の
代
表
者
に
植
芝
道
主
か
ら
直
接
、
證

書
が
手
渡
さ
れ
た
。
な
お
、
初
段
位
は
全

員
が
海
外
在
住
の
た
め
、
代
表
者
は
欠
席

し
た
。初
段
か
ら
八
段
ま
で
の
昇
段
者
は
、

合
計
680
名
と
の
発
表
が
あ
っ
た
。

　

直な
お
ら
い会

の
前
に
は
、
多
田
宏
本
部
師
範
が

「
今
年
も
丁
寧
に
丁
寧
に
稽
古
を
行
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
し
た
。

　

続
い
て
赤
沼
二
己
男
理
事
の
発
声
で
乾

杯
が
行
わ
れ
た
。
直
会
で
は
参
加
者
全
員

に
し
る
こ
が
配
ら
れ
、
和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
、
新
年
を
祝
い
合
っ
た
。

　

合
気
会
鏡
開
き
式

700
名
が
集
い
盛
大
に
開
催

昇段證書授与

直会 奉納演武
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１
月
12
日
、「
２
０
１
４
年
少
林
寺
拳

法
連
盟
鏡
開
き
・
稽
古
始
め
」
が
香
川
県

多
度
津
町
に
あ
る
一
般
財
団
法
人
少
林
寺

拳
法
連
盟
本
部
に
て
開
催
さ
れ
た
。
鏡
開

き
式
当
日
は
、
気
温
も
冷
え
込
み
肌
寒
く

感
じ
ら
れ
た
が
、
全
国
各
地
よ
り
800
名
を

超
え
る
拳
士
・
保
護
者
、
関
係
者
が
訪
れ
、

新
年
の
幕
開
け
を
祝
っ
た
。

　

午
前
９
時
30
分
、
会
場
で
あ
る
錬
成
道

場
に
は
全
国
か
ら
参
加
し
た
一
般
部
と
少

年
部
の
拳
士
、
保
護
者
、
関
係
者
が
集
ま

り「
鏡
開
き
・
稽
古
始
め
」が
開
催
さ
れ
た
。

　

は
じ
め
に
、
荒
井
章
士
振
興
普
及
部
部

新
年
に
500
名
の
拳
士
が
元
気
に
演
武

長
を
主
座
と
す
る
鎮
魂
行
、
そ
し
て
全
体

基
本
が
行
わ
れ
、
会
場
全
体
に
は
大
き
な

気
合
い
が
鳴
り
響
い
た
。
そ
の
後
、
一
般

部
は
第
二
錬
成
道
場
に
移
動
し
、
錬
成
道

場
（
少
年
部
）
と
そ
れ
ぞ
れ
会
場
を
分
け
、

初
稽
古
を
開
始
し
た
。

　

少
年
部
の
会
場
で
あ
る
錬
成
道
場
で

は
、
稽
古
に
先
立
ち
、
連
盟
職
員
よ
り
今

年
の
干え

支と

で
あ
る
「
午う
ま

年ど
し

」
に
ま
つ
わ
る

講
話
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
資
格
別
に

分
か
れ
、“
速
い
”“
格
好
い
い
”な
ど
、「
午
」

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、“
速
い
”
突
き
蹴
り

を
行
っ
た
り
、
ま
た
“
格
好
い
い
”
構
え

を
見
せ
る
な
ど
、
意
識
づ
け
を
行
っ
た
。

最
後
に
、少
年
部
数
組
が
技
術
を
発
表
し
、

道
場
で
は
少
年
部
の
大
き
く
元
気
溢
れ
る

気
合
い
が
鳴
り
響
く
中
、
保
護
者
、
関
係

者
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

　

一
般
部
で
は
、
各
指
導
員
の
も
と
、
剛

法
と
柔
法
の
技
術
指
導
が
行
わ
れ
た
。
剛

法
で
は
「
突
天
一
」「
蹴
天
三
」
等
、
柔

法
で
は
「
逆
小
手
」「
押
小
手
」
等
の
法

形
を
指
導
。

　

最
後
に
指
導
総
括
と
し
て
、
新
井
庸
弘

少
林
寺
拳
法
連
盟
会
長
よ
り
ポ
イ
ン
ト
を

絞
っ
た
指
導
が
行
わ
れ
、
参
加
者
か
ら
は

的
確
な
指
導
で
分
か
り
や
す
い
と
好
評
で

あ
っ
た
。

　

午
前
11
時
30
分
、
新
井
会
長
に
よ
り
年

頭
挨
拶
が
行
わ
れ
た
。
昨
年
８
月
、
大
阪

で
開
催
さ
れ
た
「
２
０
１
３
少
林
寺
拳
法

世
界
大
会 in O

saka, Japan

」
並
び
に

連
盟
本
部
に
て
開
催
さ
れ
た
「
２
０
１

３
国
際
講
習
会
」
の
報
告
の
後
、「
８
月

の
全
国
高
等
学
校
少
林
寺
拳
法
大
会
か

ら
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
正
式
種
目
と
な
り

ま
す
。
ま
た
11
月
に
は
、
さ
い
た
ま
ス
ー

パ
ー
ア
リ
ー
ナ
に
て
、
埼
玉
県
少
林
寺
拳

法
連
盟
の
ご
協
力
の
も
と
、
少
林
寺
拳
法

全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ど
の
大
会

も
た
く
さ
ん
の
拳
士
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
、大
会
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
今
年
も
、
拳
士
一
人
ひ
と
り
が
創

始
者
宗
道
臣
（
開
祖
）
の
志
を
胸
に
、
も

う
一
度
原
点
に
立
ち
返
り
、
今
年
一
年
、

新
た
な
気
持
ち
で
稽
古
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
ょ
う
！
」と
挨
拶
が
な
さ
れ
た
。

　

続
い
て
演
武
披
露
に
移
り
、
様
々
な
世

代
の
少
林
寺
拳
法
を
披
露
す
る
趣
旨
に
も

と
づ
き
、
①
小
学
生
②
中
学
生
③
高
校
生

④
大
学
生
⑤
単
独
演
武
⑥
法
形
披
露
⑦
女

性
護
身
術
⑧
組
演
武
（
⑤
～
⑧
は
本
部
職

員
）
の
順
に
行
わ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
迫
力

と
ス
ピ
ー
ド
あ
る
演
武
に
、
会
場
か
ら
は

大
き
な
拍
手
が
沸
き
起
こ
っ
た
。
そ
の
後

は
、
全
国
か
ら
の
参
加
者
に
よ
る
「
演
武

会
」
が
行
わ
れ
、
約
500
名
が
元
気
よ
く
演

武
を
披
露
し
た
。

　

終
日
、
新
春
に
ふ
さ
わ
し
く
、
境
内
で

は
餅
つ
き
を
行
い
、
ぜ
ん
ざ
い
が
振
る
舞

わ
れ
、
拳
士
や
保
護
者
で
ひ
と
き
わ
賑に
ぎ

わ

っ
て
い
た
。

（
文
・
写
真
＝
一
般
財
団
法
人
少
林
寺
拳
法
連
盟
）

　

少
林
寺
拳
法
連
盟
鏡
開
き
・
稽
古
始
め

新井庸弘会長

少年部稽古の様子
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第
30
回
若
潮
杯
争
奪
武
道
大
会
（
主
催

＝
日
本
武
道
館
、
国
際
武
道
大
学
）
が
12

月
26
日
、
27
日
に
国
際
武
道
大
学
で
開
催

さ
れ
た
。
初
日
は
剣
道
、
２
日
目
は
柔
道

と
な
ぎ
な
た
で
熱
戦
が
展
開
さ
れ
た
。

□
剣
道
の
部
（
男
女
各
24
チ
ー
ム
）

　

５
人
制
で
行
わ
れ
、
予
選
は
３
チ
ー
ム

に
よ
る
リ
ー
グ
戦
、
決
勝
は
各
リ
ー
グ
１

位
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
争
わ
れ
た
。

　

男
子
決
勝
は
、
高
輪
高
（
東
京
）
と
育

英
高
（
兵
庫
）
が
対
戦
。
勝
者
数
、
取
得

本
数
共
に
１
｜
１
の
た
め
代
表
戦
と
な

り
、
高
輪
高
・
阿
部
凌
大
が
面
を
決
め
、

同
高
は
３
連
覇
を
達
成
し
た
。

　

女
子
は
守
谷
高
（
茨
城
）
が
麗
澤
瑞
浪

高
（
岐
阜
）
を
２
｜
０
で
降
し
、
優
勝
を

果
た
し
た
。

□
柔
道
の
部
（
男
女
各
16
チ
ー
ム
）

　

男
子
５
人
制
、
女
子
３
人
制
で
行
わ
れ

た
。
予
選
は
４
チ
ー
ム
の
リ
ー
グ
戦
、
決

勝
は
各
リ
ー
グ
上
位
２
チ
ー
ム
に
よ
る
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
争
わ
れ
た
。

　

男
子
は
決
勝
で
崇
徳
高
（
広
島
）
が
神

剣道男子の部決勝

なぎなた女子優勝
野中春花（長崎明誠高）

【
大
会
結
果
】

□
剣
道

▽
男
子
＝
①
高
輪
高
（
東
京
）
②
育
英
高

（
兵
庫
）
③
秋
田
市
立
秋
田
商
業
高
（
秋

田
）、
横
浜
商
科
大
高
（
神
奈
川
）

▽
女
子
＝
①
茨
城
県
立
守
谷
高
（
茨
城
）

②
麗
澤
瑞
浪
高
（
岐
阜
）
③
桐
蔭
学
園

高
（
神
奈
川
）、
筑
紫
台
高
（
福
岡
）

□
柔
道

▽
男
子
＝
①
崇
徳
高
（
広
島
）
②
神
戸
国

際
大
附
属
高
（
兵
庫
）
③
国
士
舘
高
（
東

京
）、
天
理
高
（
奈
良
）

▽
女
子
＝
①
敬
愛
高
（
福
岡
）
②
松
商
学

園
高
（
長
野
）
③
埼
玉
栄
高
（
埼
玉
）、

土
浦
日
大
高
（
茨
城
）

□
な
ぎ
な
た

▽
男
子
＝
①
石
橋
立
成
（
大
阪
市
立
汎
愛

高
）
②
西
川
颯
人
（
埼
玉
栄
高
）
③
山

信
田
泰
輔
（
秋
田
県
立
大
曲
高
）、
中

川
泰
輔
（
安
城
学
園
高
）

▽
女
子
＝
①
野
中
春
花
（
長
崎
県
立
長
崎

明
誠
高
）
②
福
岡
歩
（
奈
良
大
附
属

高
）
③
中
村
智
華
（
岩
手
県
立
釜
石
商

工
高
）、
清
水
瑞
希
（
狭
山
ケ
丘
高
）

戸
国
際
大
附
属
高
（
兵
庫
）
を
１
｜
０
で

制
し
て
初
優
勝
。女
子
は
敬
愛
高（
福
岡
）

が
松
商
学
園
高
（
長
野
）
を
１
｜
０
で
降

し
て
３
連
覇
を
遂
げ
た
。

□
な
ぎ
な
た
の
部（
男
子
24
名
、女
子
48
名
）

　

男
女
共
に
予
選
は
３
人
の
リ
ー
グ
戦
、

決
勝
は
各
リ
ー
グ
１
位
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

戦
で
争
わ
れ
た
。

　

男
子
決
勝
は
、
石
橋
立
成
（
汎
愛
高
）

が
西
川
颯
人
（
埼
玉
栄
高
）
か
ら
面
を
奪

い
一
本
勝
ち
で
勝
利
し
た
。

　

女
子
決
勝
は
、
野
中
春
花
（
長
崎
明
誠

高
）
が
福
岡
歩
（
奈
良
大
附
属
高
）
か
ら

面
を
決
め
て
一
本
勝
ち
し
、
優
勝
を
決
め

た
。

 
第
30
回
若
潮
杯
争
奪
武
道
大
会 

剣
道
男
子 

高
輪
高（
東
京
）

柔
道
女
子 
敬
愛
高（
福
岡
）

なぎなた男子優勝
石橋立成（汎愛高）

柔道女子の部決勝

が
三
連
覇

心技体 人を育てる総合誌
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剣
道
男
子
優
勝
＝
高
輪
高
（
東
京
）

剣
道
女
子
優
勝
＝
守
谷
高
（
茨
城
県
）

柔
道
男
子
優
勝
＝
崇
徳
高
（
広
島
県
）

柔
道
女
子
優
勝
＝
敬
愛
高
（
福
岡
県
）

（

）

好評発売中
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